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親子で楽しむコンサート 

趣
旨 

○乳幼児・小学生と保護者に音楽を楽しむ機会を設け，感性・情操を育む一助とする。 
○家庭教育支援事業の一環とする。 

特
徴 

○子どもたちに近い距離で演奏してもらうため，小ホールで実施。 
○日頃見たり聴いたりする機会の少ない楽器（オーボエ）の音色を楽しむ。 
○対象者は，乳幼児・小学生と保護者とし，赤ちゃんの泣き声が気にならない方も可とし
た。 
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【実施期日】 

 平成２９年６月３日（土） 午前１１：００～１２：００   

   （次回は，次年度予定） 

【実施場所】  

府中公民館 小ホール 

【実施機関・団体等】 

 上田 愛彦さん（オーボエ），荒谷 心里さん（ピアノ） 

【対象者及び参加者数】 

 ６９名（乳幼児２３人，小学生１人，大人４５人） 

【事業費】 

  ２０，０００円 

  （内訳：報償費２０，０００円・需用費０円・通信費０円） 

【参加者の声】 

 ○赤ちゃんの泣き声を気にしなくてもよいコンサートだったので参加しやすかった。 

 ○日頃あまり親しみのない楽器（オーボエ）の美しい音色に感動し，心が癒された。子ども

たちもいい体験ができた。 

【自由記入】 

・音が一番きれいに響くところを演奏の場所とし，子どもたちが演奏者を囲むような椅子の

配置にした。 

・通常，コンサートは開演時間を午後２時としているものが多いが，乳幼児のお昼寝と重

なるので，午前１１時開演とした。 
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【成果】 
 ○コンサートの開始時間は，ちょうどいいという意見が多かった。 
 ○曲によっては，子どもたちが体を動かして聴いていた。 
 ○曲の合間に，演奏者が子どもたちの近くに行って，話しかけたり音を聴かせたり工夫し 

 てくれた。 
 ○乳幼児がいる保護者は周りの人に気を使ってコンサート等は参加しにくいが，事前に広

報で知らせることで，安心して参加することができ，幅広い世代にコンサートを楽しんでも
らえた。 

【課題】 
 ○演奏者が著作権の事を考慮され，演奏する曲に苦慮され，ポスター・プログラムに曲目

を掲載できなかった。著作権について整理が必要と感じている。 
 ○次回は，子どもたちの知っている曲を中心に演奏していただけるよう交渉する。 

【運営した感想】 

（工夫したこと） 

 ・以前行った月見コンサートでは，子どもたちが騒いでしまい，周りにいた大人が大きな声

で注意をし，場の雰囲気が悪くなってしまった。そのため，広報で乳幼児の泣き声等演奏

以外の音も聞こえる可能性があることを事前に伝えておいた。 

 ・地域に根差した活動にしていくため府中町在住の方に演奏していただいた。 

 ・演奏者の演奏する位置や場所を最善のものにした。 

（事前にお越しいただいた時に、音を出していただきながら響きのいい位置に決めた。）  

 ・乳幼児に配慮してコンサートの開始時間と演奏時間を決めた。 

（嬉しかったこと） 

 ・子どもと一緒にお母さんだけでなく，お父さんも聴きに来てくれたこと。 

 ・コンサートを楽しんでもらえたこと。 

（今後の希望） 

 ・府中町在住又は府中町出身の方に出演依頼をし，乳幼児の楽しめる曲を多く取り入れ

てもらう。 

連
絡
先 

府中公民館 
〒735-0006  安芸郡府中町本町二丁目 15-１ 
電話  082-286-3276   ファクシミリ  082-286-3276  
電子メール  fuko@town.fuchu.hiroshima.jp 

 


